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新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会

駒
場
友
の
会
で
は
、
春
の
恒
例
行
事
と
し

て
新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
第
七
回
と
な
る
今
回
は
、
四
月
十
四

日
（
火
）
午
後
六
時
五
〇
分
よ
り
駒
場
キ
ャ

ン
パ
ス21K

O
M

CEE W
est

レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル
に
て
「
鍛
え
る
こ
と
の
魅
力
」
と
題

し
て
東
大
の
筋
肉
博
士
こ
と
、
石
井
直
方
先

生
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

石
井
先
生
は
、
か
つ
て
東
京
大
学
理
学
部

お
よ
び
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
生
理
学
教

室
に
所
属
し
て
筋
肉
の
生
理
学
的
研
究
を
行

う
傍
ら
、
自
ら
筋
肉
を
徹
底
的
に
鍛
え
全
日

本
学
生
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
優
勝
、

日
本
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
選
手
権
大
会
（
ミ
ス
タ

ー
日
本
）
優
勝
な
ど
数
々
の
偉
業
を
達
成
し

た
異
色
の
経
歴
の
持
ち
主
で
す
。
当
日
は
新

入
生
の
み
な
ら
ず
、
ご
父
母
も
含
め
一
五
〇

名
の
聴
衆
で
ほ
ぼ
満
席
で
し
た
。

講
演
で
は
、
研
究
に
も
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
自
ら
の
体
験
と
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
を
通
し
て
得
ら
れ
た
科
学

的
知
見
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

筋
肉
は
、
力
を
発
揮
す
る
と
い
う
意
味
で
は

身
体
の
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

す
が
、
一
方
で
身
体
機
能
を
調
整
す
る
内
分

泌
器
官
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

運
動
を

行
う
と

筋
肉
か

ら
さ
ま

ざ
ま
な

ホ
ル
モ

ン
が
分

泌
さ
れ
、

こ
れ
ら

が
筋
力

ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
、
糖
尿
病
治
療
、
認
知
症
予
防

な
ど
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
石
井
先
生

は
一
般
向
け
の
本
を
数
多
く
書
か
れ
て
い
ま

す
が
、
本
に
書
か
れ
た
何
気
な
い
一
言
の
背

後
に
は
地
道
な
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
多
く
の

実
証
的
知
見
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

講
演
会
後
は21K

O
M

CEE

の
Ｍ
Ｍ
ホ
ー

ル
に
場
所
を
移
し
、
軽
食
を
は
さ
ん
で
の
懇

談
で
す
。
石
井
先
生
の
周
り
を
学
生
が
取
り

囲
み
、
講
演
内
容
に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。「
鍛
え
る
こ
と
の
魅
力
」

と
と
も
に
、「
鍛
え
る
こ
と
に
つ
い
て
研
究

す
る
こ
と
の
魅
力
」
も
存
分
に
伝
わ
っ
た
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

ご
父
母
と
教
養
学
部
長
と
の

懇
談
会

駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス
は
毎
年
五
月
美
し
い
新

緑
に
包
ま
れ
ま
す
。
お
子
さ
ま
が
入
学
さ
れ
、

新
し
く
駒
場
友
の
会
に
入
会
さ
れ
た
方
々
の

う
ち
二
五
〇
名
ほ
ど
を
お
招
き
し
て
、「
ご

父
母
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会
」
を
五
月

十
六
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

小
川
桂
一
郎
学
部
長
の
講
演
、
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
、
昼
食
パ
ー
テ
ィ
（
生
協
食
堂
）

の
三
部
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
演
の
後

の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
約
十
名
に
分

か
れ
た
参
加
者
を
二
〇
名
余
の
教
員
が
引
率

し
て
、
図
書
館
、
講
義
棟
、
ア
ド
ミ
ン
棟
、

課
外
活
動
施
設
、
購
買
部
、
博
物
館
等
に
ご

案
内
し
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
講
演
会
場
と

な
っ
た
新
営
の21K

O
M

CEE East

前
で

の
受
田
宏
之
先
生
と
皆
さ
ん
の
様
子
で
す
。

「
学
校
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
、
先
生
と

も
お
話
し
で
き
て
、
楽
し
く
有
意
義
な
時
間

で
し
た
」「
こ
ん
な
事
で
も
な
い
と
、
地
方

に
住
ん
で
い
る
た
め
な
か
な
か
来
ら
れ
な
い

の
で
、
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
」「
素
晴
ら

し
い
環
境
で
、
息
子
が
喜
ん
で
通
う
気
持
ち

が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

当
日

の
写
真

や
参
加

ご
父
母

の
感
想

な
ど
詳

し
い
様

子
は
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ
を

ご
覧
下

さ
い
。

http://w
w

w
.c.u-tokyo.ac.jp/ilovekom

aba/

第
十
二
回
総
会
報
告

第
十
二
回
総
会
を
、
五
月
二
三
日
（
土
）

十
六
時
四
五
分
よ
り
、
駒
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
北
館
二
階
多
目
的
教
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

小
林
寛
道
会
長
の
議
事
進
行
に
よ
り
、
小

川
桂
一
郎
学
部
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

審
議
は
以
下
の
（
一
）
〜
（
五
）
の
議
案
に

つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
一
）
二
〇
一
四
年
度
事
業
報
告

瀧
田
佳
子
理
事
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
の
開
催
な
ど

主
催
行
事
は
以
下
の
通
り
。
新
入
生
歓
迎
特

別
講
演
会
（
四
月
十
四
日
）
／
ご
父
母
と
教

養
学
部
長
と
の
懇
談
会
（
五
月
十
七
日
）
／

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
行
事（
十
月
十
八
日
）

第
十
五
回
演
奏
会
：
チ
ェ
ン
バ
ロ
演
奏
／
第

十
六
回
演
奏
会
：
ラ
テ
ン
ジ
ャ
ズ
の
夕
べ

（
十
一
月
三
日
）
／
ユ
ー
タ
ス
く
ん
学
事
カ

レ
ン
ダ
ー
の
製
作
と
販
売
／
ロ
コ
モ
体
操
教

室
の
定
期
開
催

②
会
報
の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充

会
報
は
二
三
号
を
九
月
に
、
二
四
号
を
三
月

に
発
行

③
「
学
生
の
た
め
の
寄
付
」

恒
例
の
寄
付
事
業
を
実
施
し
、
四
月
五
月
に

二
、
七
九
五
、
〇
〇
〇
円
、
年
度
末
に
一
、

一
二
九
、
〇
〇
〇
円
、
計
三
、
九
二
四
、
〇

〇
〇
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
お
預
か

り
し
た
寄
付
は
、
図
書
の
寄
贈
や
学
生
の
国

際
交
流
活
動
の
支
援
な
ど
に
充
て
た
。（
計

三
、
〇
八
一
、
一
六
三
円
。
明
細
は
次
頁
）

④
会
員
・
会
友
数
（
三
月
末
日
）

終
身
会
員
一
二
三
名
、
通
常
会
員
四
九
一
名
、

会
報
第
25
号
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会
友
三
、
四
八
四
名
。
一
高
同
窓
会
二
一
四

名
、
東
高
同
窓
会
九
三
名
。
計
四
、
四
〇
五

名
（
前
年
度
末
よ
り
三
一
六
名
増
）

（
二
）
二
〇
一
四
年
度
決
算

山
本
泰
事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
決
算

の
報
告
が
行
わ
れ
、
大
岸
良
恵
監
事
よ
り
そ

の
内
容
が
適
切
で
あ
る
旨
、
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。　

（
三
）
二
〇
一
五
年
度
事
業
計
画

事
務
局
長
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
懇
談
会
・
講
演
会
・
演
奏
会
の
開
催
な
ど

新
入
生
歓
迎
特
別
講
演
会
（
四
月
十
四
日
）

／
新
入
生
父
母
と
教
養
学
部
長
と
の
懇
談
会

（
五
月
十
六
日
）
／
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

行
事
（
十
月
十
七
日
）
第
十
七
回
演
奏
会
：

卒
業
生
に
よ
る
演
奏
会
／
味
覚
の
ア
ト
リ
エ

＠
駒
場
（
十
月
末
）
／
ロ
コ
モ
体
操
教
室
の

定
期
開
催
（
毎
月
二
回
）
／
ユ
ー
タ
ス
く
ん

学
事
カ
レ
ン
ダ
ー
の
製
作
と
販
売

②
会
報
の
発
行

二
五
号
を
九
月
に
、
二
六
号
を
三
月
に
発
行

す
る
。

③
そ
の
他

「
一
高
同
窓
会
事
務
の
引
き
継
ぎ
に
関
す
る

規
則
」
を
改
定
し
、
事
業
を
二
〇
一
七
年
ま

で
継
続
す
る
。

（
四
）
二
〇
一
五
年
度
予
算

事
務
局
長
よ
り
別
表
の
と
お
り
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

（
五
）
役
員
の
選
任
（
一
部
交
代
）

会
長
：
小
林
寛
道　

副
会
長
：
竹
田
晃
、

遠
山
敦
子　

理
事
：
浅
島
誠
、
江
川
雅
子
、

小
川
桂
一
郎
、
落
合
卓
四
郎
、
風
間
勝
昭
、

木
畑
洋
一
、
小
島
憲
道
、
瀧
田
佳
子
、
坪
井

俊
、
蓮
實
重
彦
、
松
本
健

監
事
：
大
岸
良
恵
、
長
谷
川
壽
一

以
上
の
議
案
は
す
べ
て
提
案
の
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は
、
駒
場
友
の
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

教
養
の
森
に
棲
む
人
た
ち
へ：

レ
マ
ン
湖
畔
へ
の
誘
い

嘉
治 

美
佐
子

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
は
人
口
二
〇
万
に
満
た
な
い

街
で
す
が
、
政
府
間
国
際
機
関
が
二
〇
以
上
、

非
政
府
機
関
が
二
〇
〇
以
上
あ
り
ま
す
。
欧

州
国
連
本
部
は
、
世
界
大
戦
の
再
発
を
防
ご

う
と
創
ら
れ
た
一
九
一
九
年
の
パ
リ
会
議
で

国
際
連
盟
が
置
か
れ
た
白
亜
の
建
物
で
、
現

在
で
は
、
軍
縮
や
人
権
、
人
道
、
開
発
関
連

の
会
合
が
一
年
中
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

向
に
は
、
国
際
連
盟
に
先
立
つ
こ
と
半
世
紀
、

戦
争
が
そ
ん
な
に
悲
惨
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず

は
な
い
と
い
う
ア
ン
リ
・
デ
ュ
ナ
ン
の
確
信

か
ら
生
ま
れ
た
赤
十
字
国
際
委
員
会
の
本
部

が
あ
り
ま
す
。

国
際
連
盟
の
兄
弟
組
織
と
し
て
生
ま
れ
、

社
会
正
義
の
実
現
を
目
指
し
て
き
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ

（
国
際
労
働
機
関
）、
世
界
の
保
健
水
準
の
向

上
の
た
め
基
準
作
り
や
医
薬
品
の
安
全
対
策

な
ど
を
営
む
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）、

感
染
症
対
策
の
た
め
に
資
金
を
集
め
る
世
界

基
金
、
無
線
通
信
の
電
波
の
国
際
的
な
秩
序

を
守
る
創
設
一
五
〇
周
年
の
Ｉ
Ｔ
Ｕ
（
国
際

電
気
通
信
連
合
）、
知
的
所
有
権
の
各
国
の

制
度
の
調
和
を
目
指
す
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
世
界
知

的
所
有
権
機
関
）、
自
由
で
多
角
的
な
貿
易

体
制
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界

貿
易
機
関
）、
世
界
的
な
気
象
観
測
網
の
確

立
を
図
る
Ｗ
Ｍ
Ｏ
（
世
界
気
象
機
関
）、
第

二
次
世
界
大
戦
後
最
大
と
い
う
五
千
万
人
を

超
え
た
難
民
・
避
難
民
を
助
け
よ
う
と
奔
走

す
る
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
（
国
連
難
民
高
等
弁
務
官

事
務
所
）
や
Ｉ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
移
住
機
関
）、

今
年
三
月
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
防
災
会
議
を

運
営
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ(

国
際
防
災
戦
略)

。

こ
う
し
た
機
関
が
緑
を
挟
ん
で
隣
接
し
て
い

ま
す
。

国
の
外
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
人
ご
と
で

は
な
く
、
人
の
道
、
人
道
問
題
だ
と
い
う
発

想
。
人
間
で
あ
る
以
上
、
自
由
に
生
き
る
権

利
が
あ
る
と
い
う
認
識
。
国
際
人
道
法
、
世

収入の部
2014年度予算 2014年度実績 2015年度予算

1 会費収入 9,000,000 9,656,000 9,900,000

11 通常会員会費 2,000,000 1,864,000 2,000,000

12 会友会費 6,500,000 6,908,000 7,200,000

13 終身会費 500,000 884,000 700,000

2 寄付収入 4,150,000 3,924,400 5,150,000

21 学生のための寄付 4,000,000 3,924,000 4,800,000

22 その他 150,000 400 350,000

3 事業収入 642,000 799,123 642,000

31 ユータスくんカレンダー2014 217,000 202,363 217,000

32 味覚のアトリエ＠駒場 25,000 0 25,000

33 ユータスくんカレンダー2015 400,000 596,760 400,000

4 雑収入 3,500 2,254 2,200

41 預金利息 1,500 1,254 1,200

42 その他 2,000 1,000 1,000

13,795,500 14,381,777 15,694,200

9,239,039 9,239,039 9,547,910

23,034,539 23,620,816 25,242,110

支出の部
2014年度予算 2014年度実績 2015年度予算

1 印刷費 1,072,000 759,914 1,172,000

11 会報・案内等の印刷費 742,000 533,732 772,000

12 封筒・便箋等の印刷費 330,000 226,182 400,000

2 通信費 2,300,000 2,250,741 2,600,000

21 郵送費 2,100,000 2,105,086 2,400,000

22 電話・インターネット使用料 200,000 145,655 200,000

3 事務経費 760,000 862,300 990,000

31 事務用品費 250,000 284,236 400,000

32 ゼロックス使用料 260,000 316,033 320,000

33 会費等振込料金負担分 250,000 262,031 270,000

4 人件費 2,012,500 2,004,340 1,628,750

41 事務局スタッフ 1,612,500 1,770,340 1,128,750

42 臨時 400,000 234,000 500,000

5 運営費 1,641,684 1,731,805 1,794,002

51 事務室借料 211,684 304,002 304,002

52 光熱水料 130,000 115,930 130,000

53 会員証作成費 600,000 851,205 880,000

54 入会勧誘活動費 400,000 103,042 150,000

55 庶務費 300,000 303,950 330,000

56 その他 - 53,676 0

6 事業費 2,000,000 3,382,643 3,500,000

7 寄付 4,000,000 3,081,163 4,000,000

8 予備費 9,316 - 9,448

13,795,500 14,072,906 15,694,200

9,239,039 9,547,910 9,547,910

23,034,539 23,620,816 25,242,110　　　合　　　　　計

　　　小　　　　　計

　　　前年度繰越金

　　　合　　　　　計

　　　小　　　　　計

　　　次年度繰越金

2014 年度「学生のための寄付」
使途明細

駒場図書館寄贈 1,202,434 円
北京大学交流プログラム補助 
 400,000 円
駒場祭 2014 協賛金 500,000 円
柏葉会補助 25,175 円
三鷹国際学生宿舎院生会補助 
 228,586 円
ハーバード大学交流 
プログラム補助 382,000 円
三鷹国際学生宿舎設備寄付 
 342,968 円

写真は ILO 提供。1981年外務省入省。2012 年 4月から2
年間、駒場で教授（国際関係論）を務めた。本稿は筆者の
個人的見解である。
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界
人
権
宣
言
や
国
連
憲
章
は
こ
れ
ら
を
体
現

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
境
を
越
え
た
人
々

の
や
り
と
り
を
、
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め

の
ル
ー
ル
作
り
は
そ
の
必
要
性
か
ら
発
明
・

工
夫
さ
れ
、
科
学
技
術
の
発
達
と
あ
い
ま
っ

て
発
展
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
が
盛
ん
に
強
調
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
今
世
紀
よ
り
前
か
ら
、
人
類
が
次

第
に
国
家
の
責
任
に
お
い
て
追
求
す
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
課
題
で
す
。
国
際
機
関
は
そ

の
手
段
と
し
て
創
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
七
〇
年
間
、

安
定
と
繁
栄
を
享
受
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

八
月
、
安
倍
総
理
大
臣
が
、
そ
こ
に
至
る
過

程
を
含
め
た
歴
史
を
振
り
返
り
、
二
度
と
戦

争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
宣
言
し

た
ば
か
り
で
す
。
人
類
は
二
〇
世
紀
の
教
訓

を
く
み
取
り
、
国
境
を
越
え
た
や
り
取
り
に

関
す
る
ル
ー
ル
作
り
を
地
道
に
行
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
安
定
し
た
国
際
環
境
が
あ
っ

て
こ
そ
、
日
本
は
発
展
で
き
た
の
で
す
。
緒

方
貞
子
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
が
「
繁

栄
の
孤
島
」
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
す
ま
す
現

実
的
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

専
門
性
と
技
術
を
供
し
て
国
境
を
越
え
た

ル
ー
ル
作
り
や
シ
ス
テ
ム
の
運
営
に
携
わ
る

人
や
、
現
場
に
飛
ん
で
支
援
活
動
を
行
う
人

は
、
平
和
の
担
い
手
で
す
。
そ
う
し
た
人
材

の
育
成
が
、
平
和
の
恩
恵
に
最
も
与
っ
て
き

た
国
、
就
中
そ
の
最
高
学
府
、
就
中
そ
の
教

養
の
森
に
、
こ
れ
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時

は
な
い
。
モ
ン
ブ
ラ
ン
の
白
い
頂
が
、
そ
う

語
り
か
け
て
来
る
の
で
す
。

（
在
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
日
本
政
府
代
表
部
大
使
、

八
一
年
経
済
学
部
卒
、
駒
場
友
の
会
会
員
）

学
生
支
援
課
と
い
う
仕
事

鈴
木 

智
香
子

学
生
支
援
課
は
、
教
養
学
部
正
門
脇
の
ア

ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
棟
一
階
に
あ
り
、

教
務
課
窓
口
（
一
〜
五
番
窓
口
）
の
右
側
に

あ
る
六
〜
八
番
窓
口
で
、
学
生
の
様
々
な
生

活
面
の
サ
ポ
ー
ト
や
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
係
か
ら
な
る
学
生
支
援
課
の
業
務

を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
厚
生
係
は
三
鷹
国

際
学
生
宿
舎
に
関
す
る
業
務
、
ア
ル
バ
イ
ト

の
紹
介
な
ど
を
、
奨
学
資
金
係
は
授
業
料
免

除
・
奨
学
業
務
を
、
学
生
支
援
係
は
通
学
証

明
・
学
割
証
等
の
発
行
、
教
室
・
備
品
借
用

手
続
き
、
学
生
諸
団
体
の
学
内
活
動
に
伴
う

業
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
内
の
忘
れ

物
の
扱
い
な
ど
も
こ
こ
で
す
。

私
は
こ
の
春
に
本
郷
に
異
動
に
な
る
ま
で
、

学
生
支
援
係
に
二
年
勤
務
し
ま
し
た
。
教
養

学
部
の
学
生
団
体
は
非
常
に
多
数
で
、
学
生

支
援
係
が
対
応
す
る
も
の
だ
け
で
も
四
三
〇

く
ら
い
は
あ
り
ま
す
。
私
が
主
に
担
当
し
た

学
生
団
体
の
中
か
ら
二
つ
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
一
つ
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
委

員
会
で
す
。
四
月
の
新
入
生
歓
迎
（
以
下
、

新
歓
）
行
事
の
全
体
的
な
企
画
・
指
導
・
調

整
を
行
っ
て
い
る
学
生
自
治
団
体
で
す
。
新

入
生
は
四
月
一
日
前
後
に
一
号
館
一
階
で
入

学
諸
手
続
き
が
あ
り
、
手
続
き
が
終
わ
る
と

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
が
管
理
す
る

新
歓
活
動
に
参
加
し
ま
す
。
二
階
で
学
生
自

治
団
体
や
ク
ラ
ス
の
案
内
を
受
け
、
銀
杏
並

木
側
か
ら
外
に
出
ま
す
。
戸
外
で
は
、
九
〇

〇
番
教
室
脇
ま
で
続
く
通
称
「
テ
ン
ト
列
」

が
続
き
ま
す
。
入
学
諸
手
続
き
が
終
わ
っ
た

新
入
生
を
サ
ー
ク
ル
や
部
活
が
列
を
な
し
て

出
迎
え
、
入
会
勧
誘
を
行
う
活
動
で
す
。

ま
た
、
東
大
な
ら
で
は
の
新
歓
行
事
と
し

て
、「
オ
リ
合
宿
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

授
業
開
始
前
に
ク
ラ
ス
単
位
で
上
級
生
が
新

入
生
を
連
れ
て
合
宿
に
行
く
も
の
で
、
一
〇

〇
前
後
あ
る
全
て
の
ク
ラ
ス
が
実
施
し
て
い

ま
す
。
同
級
生
と
の
繋
が
り
作
り
や
先
輩
達

か
ら
の
学
生
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
う
こ

と
で
期
待
だ
け
で
な
く
不
安
も
あ
る
新
生
活

を
安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま
す
。

二
つ
目
は
、「
駒
場
祭
委
員
会
（
Ｋ
Ｆ
Ｃ
）」

で
す
。
駒
場
祭
は
学
生
自
治
団
体
で
あ
る
Ｋ

Ｆ
Ｃ
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
し
て

い
ま
す
。
駒
場
祭
は
来
場
者
が
十
一
万
人
を

超
え
る
日
本
で
も
最
大
規
模
の
学
園
祭
で
す

か
ら
、
そ
れ
を
企
画
・
運
営
す
る
Ｋ
Ｆ
Ｃ
も

一
〇
〇
人
を
超
え
る
大
所
帯
で
す
。
開
催
日

の
三
日
間
だ
け
で
な
く
そ
の
前
後
を
含
む
長

い
期
間
、
昼
夜
の
区
別
な
く
働
く
学
生
た
ち

の
姿
は
ま
さ
に
感
動
的
で
す
。

駒
場
祭
に
つ
い
て
も
大
学
側
は
学
生
支
援

課
が
窓
口
と
な
り
関
係
各
署
と
の
調
整
や
依

頼
を
し
、
学
生
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
と
同
様
に

先
生
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
学
生
委
員
会
と

の
協
議
の
調
整
、
講
義
棟
や
運
動
施
設
の
使

用
許
可
依
頼
、
物
品
の
援
助
、
駒
場
保
健
セ

ン
タ
ー
開
所
依
頼
、
ご
み
集
積
所
の
確
保

等
々
多
岐
に
わ
た
り
、
学
内
の
様
々
な
部
署

の
協
力
を
得
な
が
ら
駒
場
祭
を
支
え
て
い
き

ま
す
。
駒
場
友
の
会
か
ら
は
駒
場
祭
に
協
賛

（
資
金
援
助
）
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

学
生
支
援
係
が
担
当
し
て
い
る
事
務
か
ら

も
う
ひ
と
つ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、

そ
れ
は
「
一
高
記
念
賞
」
で
す
。

一
高
記
念
賞
は
教
養
学
部
お
よ
び
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
に
お
い
て
、
学
業
、
課
外

活
動
、
社
会
活
動
な
ど
で
特
に
顕
著
な
業
績

を
上
げ
、
他
の
学
生
の
範
と
な
っ
た
学
生
に

与
え
ら
れ
る
賞
で
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
同

窓
会
の
寄
付
に
よ
っ
て
平
成
一
五
年
度
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
六
年
度
ま
で
に
一

四
九
名
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

三
月
末
の
学
位
記
伝
達
式
の
後
に
続
け
て

行
わ
れ
る
表
彰
式
な
ど
、
こ
の
賞
に
関
連
す

る
事
務
を
選
考
も
含
め
て
学
生
支
援
係
が
担

当
し
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
を
含
む
短
い
期

間
に
選
考
か
ら
表
彰
式
ま
で
行
わ
れ
る
た
め

事
務
方
と
し
て
は
大
変
で
す
が
、
多
彩
な
東

大
生
が
打
ち
込
ん
で
き
た
成
果
発
表
を
見
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
興
味
深
い
経
験
で
し
た
。

（
東
京
大
学
人
事
部
、
駒
場
友
の
会
会
員
）

十
年
を
迎
え
た
京
論
壇

杉
山 

実
優

京
論
壇
は
東
大
生
と
北
京
大
生
に
よ
る
国

際
学
生
議
論
団
体
で
す
。
今
年
は
九
月
七
日

〜
十
三
日
に
北
京
で
、
九
月
二
八
日
か
ら
十

月
四
日
に
東
京
で
議
論
を
行
い
ま
す
。
京
論

壇
は
二
〇
〇
五
年
に
中
国
で
激
し
い
反
日
デ

モ
が
お
き
た
こ
と
を
契
機
に
、
大
学
生
同
士

で
率
直
な
話
し
合
い
を
し
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
で
こ
そ
大
学
生

の
国
際
交
流
系
団
体
は
多
く
あ
り
ま
す
が
、

十
年
前
は
そ
の
よ
う
な
サ
ー
ク
ル
は
数
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
京
論
壇
の
特
徴
で
あ
る

「
お
互
い
の
国
を
訪
れ
る
こ
と
」、「
議
論
を



2015年（平成 27年）9月 15日 駒場友の会会報第 25号� 4

二
週
間
行
う
こ
と
」、「
英
語
で
議
論
を
す
る

こ
と
」
は
、
当
時
は
ど
れ
も
目
新
し
か
っ
た

と
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
先
輩
は
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
京
論
壇
に
参
加
し
た
の
は
昨

年
度
で
、
社
会
的
責
任
分
科
会
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
幼
い
時
か
ら
日
本
に
住
ん
で
い

る
中
国
人
の
友
達
は
い
た
も
の
の
、
ず
っ
と

現
地
に
暮
ら
し
て
い
る
中
国
の
人
と
深
く
話

し
込
ん
だ
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
北
京
に
行
く
前
に
北
京
大
の
卒
業
生
と

話
し
た
際
、「
社
会
的
責
任
と
い
う
テ
ー
マ

は
中
国
人
が
話
し
た
が
ら
な
い
事
柄
だ
ね
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
、
そ
も
そ
も
こ
の
分
科

会
の
議
論
は
成
り
立
つ
の
だ
ろ
う
か
と
い
う

一
抹
の
不
安
も
抱
い
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
実
際
に
議
論
を
し
て
み
る
と
、
日

中
の
学
生
で
責
任
意
識
の
違
い
を
感
じ
る
局

面
は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
具
体
的
な
状
況
を
比
較
し
て
「
ど
ち

ら
に
よ
り
社
会
的
責
任
を
感
じ
る
か
」
な
ど

の
私
た
ち
の
質
問
に
北
京
大
生
は
常
に
真
摯

に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
議
論
を
通
じ
て
出

て
き
た
意
見
の
違
い
は
、
も
は
や
国
や
環
境

の
違
い
で
は
な
く
個
人
差
で
あ
る
よ
う
に
私

に
は
感
じ
ら
れ
た
の
で
す
。

た
だ
、
国
レ
ベ
ル
の
違
い
を
感
じ
た
事
例

が
一
つ
だ
け
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
愛
国
心

に
つ
い
て
で
し
た
。「
政
治
的
に
対
立
し
て

い
る
国
が
あ
っ
た
際
に
そ
の
相
手
国
の
商
品

で
は
な
く
自
国
の
商
品
を
買
う
か
」
と
い
う

質
問
に
対
し
て
、
あ
る
北
京
大
生
は
「
合
理

的
に
考
え
れ
ば
相
手
国
の
商
品
を
買
わ
な
い

こ
と
は
政
治
的
経
済
的
に
も
ほ
と
ん
ど
小
さ

な
違
い
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
自
分
の
感
情

と
し
て
は
自
国
の
製
品
を
買
い
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。
議
論
全
体
を
通
じ
て
北
京
大
生

は
論
理
的
だ
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
い
た
の

で
す
が
、
こ
の
時
だ
け
は
少
し
違
い
ま
し
た
。

ま
た
、
周
り
の
人
か
ら
自
国
製
品
を
買
う
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
意
見
も

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の
議
論
で
北
京
大

生
が
繰
り
返
し
た
の
がU

nity is strength

（
結
束
は
強
み
だ
）
と
い
う
言
葉
で
す
。

後
日
、
議
論
の
ま
と
め
を
話
し
合
っ
て
い

た
時
に
北
京
大
生
か
ら
興
味
深
い
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
東
大
生
は
主
語
を

everyone

と
し
て
話
す
こ
と
が
多
か
っ
た

が
、
北
京
大
生
は
そ
の
よ
う
な
際
にm

ost 
of us

と
い
う
言
い
方
を
す
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
多
民
族
国
家
で
生
き
る
中
国
人
に

対
し
、
日
本
人
は
多
様
性
を
意
識
し
な
い
で

生
き
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
言
葉
選
び

の
甘
さ
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

U
nity is strength

と
繰
り
返
し
つ
つ
も

多
様
性
に
配
慮
を
し
て
い
る
北
京
大
生
と
、

unity 

を
自
明
な
も
の
と
し
て
い
てevery-

one

と
い
う
言
葉
を
自
然
と
口
に
し
て
し
ま

う
東
大
生
と
い
っ
た
構
図
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
年
度
の
京
論
壇
で
私
は
代
表
を
務
め
ま

す
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
本
番
で
は
、
三
つ
の

分
科
会
＝
階
層
社
会
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、

平
和
の
そ
れ
ぞ
れ
で
発
見
に
満
ち
溢
れ
た
議

論
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
ど

の
テ
ー
マ
も
様
々
な
問
題
意
識
を
含
み
、
そ

し
て
私
た
ち
が
あ
る
種
の
偏
見
を
抱
い
て
い

る
も
の
で
す
。
北
京
大
生
と
の
議
論
が
そ
の

偏
見
を
打
ち
破
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

東
京
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
最
終
日
で
あ
る
十
月

四
日
に
は
駒
場
で
最
終
報
告
会
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム（
公
開
）を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://jingforum

.org/jp/event/

）

に
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
駒
場
友
の
会
か

ら
頂
戴
し
て
い
る
長
年
の
ご
支
援
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
法
学
部
三
年
、二
〇
一
五
年
度
京
論
壇
代
表
）
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第
十
四
回
東
京
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

十
月
十
七
日
（
土
）
開
催

＠
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
と
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

爽やかな風に包まれてゆったりと
くつろぐことのできる

フランス料理
ルヴェ ソン ヴェール 駒場

駒場友の会の皆様がお食事の際に注文なさった
コーヒーは、お支払いの際に会員証・会友証を
ご提示下さいますと無料になります。

営業時間　11 : 00 ～ 14 : 30、17 : 00 ～ 21 : 00
Tel: 03-5790-5931 / Fax: 03-5790-1902

駒場ファカルティハウス内

会報のバックナンバーをインターネット上でご覧いただけます。駒場友の会ホームページのトップ画面右列の中ほどに「会報バックナンバー」とい
うボタンがありますので、そこからお入りください。

会
員
懇
話
会
の
お
知
ら
せ

新
規
企
画
と
し
て
、
教
養
学
部
教
員
、
Ｏ
Ｂ
／

Ｏ
Ｇ
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
会
員
の

方
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
要
予
約
。

参
加
費
一
、五
〇
〇
円
（
昼
食
代
込
み
）。

第
一
回
「
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
運
動
科
学
入
門
」

小
林
寛
道  

十
一
月
二
三
日
（
月
、
祝
）

第
二
回
「
社
会
学
は
な
ぜ
ワ
ン
ダ
ー
な
の
か
」

山
本
泰  

十
一
月
二
九
日
（
日
）

詳
し
く
は
、
別
紙
の
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

寄
付
の
御
礼

こ
の
三
月
か
ら
五
月
の
間
に
会
員
会
友
八
四
五

名
様
よ
り
、
五
、
二
五
五
、
〇
〇
〇
円
を
頂
き
ま

し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨年度は、メディア、社会的責任、若者の 3分科会で議論が進め
られた。写真は、社会的責任分科会の議論の様子。	 	
東京代々木の国立オリンピック記念青少年総合センターにて
（2014 年10月）。


